
◎森林法の一部を改正する法律 
（平成一五年五月三〇日法律第五三号）   

一、提案理由（平成一五年四月一五日・衆議院農林水産委員会） 

○亀井国務大臣 

……………（略）…………… 

 続きまして、森林法の一部を改正する法律案につきまして、その提案の理由及び主要

な内容を御説明申し上げます。 

 我が国の森林は、木材等の林産物を供給するとともに、水源の涵養、国土の保全等の

公益的機能の発揮を通じて豊かで安全な国民生活の実現に重要な役割を果たしてきたと

ころであります。一方で、森林・林業を取り巻く情勢は、木材価格の低迷等により、林

業生産活動が停滞し、管理が適正に行われていない森林が増加するなど、まことに厳し

いものがあります。 

 こうした情勢のもと、森林の有する公益的機能の発揮を図るため、造林、間伐、保育

等による森林の整備だけではなく、森林を災害等から守る森林の保全をあわせて行うこ

とが必要となっております。また、高齢級の過密化した人工林において、複層林施業の

実施を推進することも重要であります。 

 このような最近における森林・林業をめぐる諸情勢の変化に対応して、森林の有する

公益的機能を重視し、きめ細かな森林の整備及び保全を推進するため、この法律案を提

出した次第であります。 

 次に、法律案の主要な内容につきまして御説明申し上げます。 

 第一に、森林の整備及び保全の一体的かつ総合的な実施を図るため、森林の保全の目

標その他森林の保全に関する基本的な事項を全国森林計画等の計画事項に位置づけると

ともに、全国森林計画に掲げる森林の整備及び保全の目標の達成に資するための森林整

備保全事業計画を創設することとしております。 

 第二に、保安林における複層林施業の実施を推進するため、森林所有者等が保安林に

おいて択伐による立木の伐採を行う場合に係る伐採の許可を事前届け出に改めることと

しております。 

 以上が、これら二法律案の提案の理由及び主要な内容であります。 

 何とぞ、慎重に御審議の上、速やかに御可決いただきますようお願い申し上げます。 

二、衆議院農林水産委員長報告（平成一五年四月一七日） 

○小平忠正君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、農林水産委員会にお

ける審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 また、森林法の一部を改正する法律案は、森林の整備と保全の一体的かつ総合的な実

施を図るため、森林計画制度の見直し等の措置を講じようとするものであります。 

 委員会におきまして、四月十五日亀井農林水産大臣から両案の提案理由の説明を聴取



し、本十七日質疑を行いました。質疑を終局し、直ちに採決いたしましたところ、両案

はいずれも全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと議決した次第であります。 

 なお、両案に対しそれぞれ附帯決議が付されました。 

 以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（平成一五年四月一七日） 

 林業の採算性の悪化等により、適切な管理が行われていない森林が増加する中、森林

の整備及び保全の一体的推進と複層林施業の促進を図ることは、地球温暖化防止対策の

観点からも極めて重要な課題となっている。 

 よって政府は、本法の施行に当たり、森林の有する公益的機能が一層発揮されるよう、

左記事項の実現に努めるべきである。 

記 

一 森林計画の見直しに当たっては、流域毎の森林の現況を的確に把握した上で、森

林・林業関係者はもとより広く国民一般の意見を十分踏まえ、適切な内容となるよう

努めること。 

二 全国森林計画に新たに位置付けられる森林の保全の目標その他森林の保全に関する

基本的な事項については、治山事業をはじめとする森林の保全に係る施策の指標とし

ての役割が発揮されるよう適切に定めること。 

  また、森林整備保全事業計画の策定に当たっては、関係する公共事業計画との十分

な調整を行い、その整合性を確保するとともに、成果目標については、分かりやすく

明示すること。 

三 複層林施業の着実な推進を図るため、高性能林業機械の導入・技術開発、環境に配

慮した効率的な路網の整備等に努めること。併せて、森林整備を着実に実施するため、

「緑の雇用」等雇用対策を通じて、担い手としてふさわしい基幹的な林業就業者の確

保・育成に努めること。 

四 国有林野事業については、森林の整備及び保全における民有林との連携を深めると

ともに、財務状況の健全化に向けた取組みを一層強化すること。 

 右決議する。 

三、参議院農林水産委員長報告（平成一五年五月二三日） 

○三浦一水君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、農林水産委員会にお

ける審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

……………（略）…………… 

 次に、森林法の一部を改正する法律案は、森林の整備と保全を一体的に推進するため、

森林計画制度を見直す等の措置を講じようとするものであります。 

 委員会におきましては、両法律案を一括して議題とし、地球温暖化防止と森林整備、

森林整備保全事業計画の在り方、国産材、地域材の利用拡大等について質疑が行われま

したが、その詳細は会議録によって御承知願います。 



 質疑を終局し、順次採決の結果、両法律案はいずれも全会一致をもって原案どおり可

決すべきものと決定いたしました。 

 なお、両法律案に対しそれぞれ附帯決議を行いました。 

 以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（平成一五年五月二二日） 

 木材価格の低迷等により林業生産活動が停滞し、適切な管理が行われていない森林が

増加する中、森林の整備及び保全の一体的推進と複層林施業等の促進を図ることは、地

球温暖化防止対策の観点からも極めて重要な課題となっている。 

 よって政府は、本法の施行に当たり、森林の有する公益的機能が一層発揮されるよう、

次の事項の実現に努めるべきである。 

一 森林計画の見直しに当たっては、流域ごとの森林の現況を的確に把握した上で、森

林・林業関係者はもとより広く地域住民の意見を十分踏まえ策定するとともに、森林

計画が林業・木材産業の指針としても適切に機能するよう努めること。 

二 全国森林計画に新たに位置付けられる森林の保全の目標その他森林の保全に関する

基本的な事項については、治山事業をはじめとする森林の保全に係る施策の指標とし

ての役割が発揮されるよう適切に定めること。 

  また、森林整備保全事業計画の策定に当たっては、関係する公共事業計画との十分

な調整を行い、その整合性を確保し、分かりやすい成果目標として明示するとともに、

効率的な事業実施に努めること。 

三 複層林施業の着実な推進を図るため、高性能林業機械の導入や技術開発、環境に配

慮した効率的な路網の整備等に努めること。併せて、森林組合の体制整備、「緑の雇

用」等の雇用対策を通じた林業就業者の育成・確保や、ＮＰＯ等を活用することによ

って、零細林家も含めた間伐などの森林整備が着実に実施されるよう努めること。 

四 国有林野事業については、森林の整備及び保全における民有林との連携を深めると

ともに、財務状況の健全化に向けた取組を一層強化すること。 

 右決議する。 


